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光市医師会報

--

8月の医師会長

8/6日（日） 休日診政所 （あいぱーく） 2 5名（小児科多数）

おっぱいまつり （あし、ぱーく）

7日（月） 介護認定者査会 （あいぱ）く） 3 01'1：認定
8日伏） 理事会 （事務局）

l 0日（木） 簡素づくり推進協議会 （あいはーく）議長務める

22日 ωく） 講演会及例会（医事紛争案件説明） （商工会議開

2 -l日（木） 産業医tU務 （三知）

26日（土）

27日（日）

30円（水）

講演会（心不全闘車）

若手会員医政研修会

山口県内科医会総会

大和保育闘健診

講演会 （｜荷工会J指折）

（山口グランドホテノレ）

（松政） 県選出国会議員との対話

（山口総創耳健会館）

3 1日（木） 介護認、治柏会 （あいばーく）

8月の医師会活動
l . 8 （火） 8月・定例理事会 （医師会事務所）

（商工会館2F) 
（商工会館2F) 

TI . 22 （火）学術講演会＆月例会

ill. 30（木）学術講演会

定例理事会

日時：平成18年8月8l:l（火）午後7時30分～ 場所：医師会事務局

議題：
卜 報告事項

1.医師国保組合会（7/20）他

2.第一回光市｜斗L＼；保護協議会（7/27) 

3.郡巾ー医師会医械的報システム担当理事協議会（8/3)

4.会計報告（4月～7月）

資料（わ 1.医師国保組合会{7/20）他

（？吋村会長）

（川村会長）

< fm.ati ・ド）
（松村刷会長）

何時：平成18年7月20日（木）午後3時 場所：山口県医師会

1. 111口県医師国民健康保険組合会

甲稀組合員 1267人 ι持組合員 2347人

平成17年度歳入1,161,018,214歳出983,017,257長引額］77,970,957 

2. 111口県医師連盟執行委員会

①次期参議院選挙について

②若手会員医政研修会について

③医政対策活性化検討委員会の設置について

資料② 2.箪一国光市国民保護協議会{7/27)

日時：平成18年7月27日（木） 場所：光市役所

同民保護法 2004年6月成立 》 111r l県（2006年1月）→光市（2006年3月成す）

弾道ミサイノレ・テロ・不審船などに対応

件 ·Ji:J:i~11 Hの件→地域医療相l当

資料① 4.平成18年度郡市医療情報システム担当理事協議会 （8/3)
日時：平成18年8月3n午後3時 場所：県医師会館6階
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藤原会長挨拶

今回の第5次医療法改正において、医療費適正化計画・医療法人制度改革・医療IT化計画など、大きな法案が決定いた

しました。医療費適正化計画につきましては都道府県単位での医療費運営が求められ、参酌基準なるものが地域ごとに決め

られ、医療費削減に向けて決定的なものになろうとしています。医療法人制度改革では、持ち分なしの「認定医療法人」の創

設が決定されました。医療IT化につきまして、日本医師会は大筋において合意しているわけでございますが、その付帯決議

の十七項（医療計画制度の見直しに当たっては、数値目標の設定や、達成のための措置の結果、地域差が生じたり、患者

・住民が不利益を被ることがないように配慮すべき云々）をお願いしているわけです。この医療IT化におきまして、そのまとま

った医療情報を瞬時に集計し、査定や傾向的診療などを見極めることが可能になるわけで、医療費削減に格段有利になる

ことはあきらかであります。ところが医療機関や患者・住民にとって利益は少ないと考えられます。医師会としては総論は賛成

でありますが、個別については合意していなし叱考えております。国は2011年にレセプトの完全電子化を目指しておりまして、

そうなりますと日本全体から集まった医療情報は巨大なデーターベースとなり、アメリカのような広域医療圏統合ネットワーク

構築（日本版HMO）はすぐそこにくるわけです。規制改革民間開放推進会議ではこれらのデータを民間利用できるよう、

第二次答申に感り込んでおります。そうなりますと民間保険会社がそれを利用できることになり、日本型マネッジド・ケアが本当

にすぐそこに来ていることになります。このナショナルデ、ータに対抗するため、 ORCAを通じて医療IT化を推進する、つまり日

レセ利用者を中心とした独自のデータベースを構築し、データの利用は、本来あるべき医療提供という目的に限定し、政策的

に医療費抑制に用いたり、民聞が商業活動にデータを用いることのないようなシステム作りを目指しており、このことは日本医

師会の考え}jを踏襲することを明確にしております。

本日は医療情報システム協議会でそこのところをふまえ、山口県におけるネットワーク構築を幅広く検討して頂きたいと

考えます。

協議争ー項 I 
l.都道府県医師会医療情報システム担当理事連絡協議会の報告：

2.今年度のORCA普及活動の取り組みについて

3.やまぐち医療情報ネットワークの普及活動の取り組みについて ； 
4.その他 ； 

l.都道府県医師会医療情報システム担当理事連絡協議会の報告

日医TV会議システムの運用について

医療施設ホームページのガイドラインについて

ORCAプロジェクトlこついて

現在、口レセを利用している医療機関は2,356件にまで達し、未だ申し込みが殺到している。

2.今年度の9.8.C::.A普及活動の取り組みについて
0代C.A.体験・研修会の開催日夜と申込状況

日時 8月10fl （木）14時から18時ごろまで
場所治国市侠師会館東館4階大講堂

サポート業者（有）岩田メデ、イカルサポート

定員10医療機関（満員になりました）

日時 8月19日（土）14時から18時ごろまで
場所下関市医師会館
サポート業者（有）メテゃイカルソフトウェアラボラトリ宇部事業所
定員lO医療機闘（満員になりました）

日時 9月30日（上）14時から18時ごろまで
場所山口キャリアデザイン専門学校（周南市代々木通
サポート業省（有）岩国メテeイカノレサポー卜

定員 30医療機関（若干余裕あり）

； 日時lO月12日（木）14時から18時ごろまで

代々木公園前）。

： 場所山口情報ビジネス専門学校（宇部市k町宇部新川駅南側）
サホート業者（有）メディカノレソフトウェアラボラトリ宇都事業所
定員 30侠療機関（満員になりました）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
日時11月9f] （木）14時から18時ごろまで
場所山口市医師会館（山口市湯田温泉）
サポート業者（有）メディカ／レソフトウェアラボラトリ宇部事業所

： 定員10医療機関（満員になりました）

・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・圃圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ! 
3 
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3.やまぐ、ち医療情報ネットワークの普及活動の取り組みについて

Yamame-net （やまぐち医療情報ネットワークシステム）における山口県の対応

山口県健康福祉部医務保健課よりの説明。本事業の目的は医療分野において、より質が高く効率的な医療の提供が出来

るよう、診療情報の電子化や情報の共有化による医療機関の相互のネットワーク化を目指すものです。医療の地域格差を解

消し、安全で質の高い医療が提供できるシステムを求め、山れ県医療情報ネットワークを構築、昨年12月から全県で稼働開

始しました。現在病院の47%、診療所の10.9%の参加がありますが、平成22年度には前者90%、後者30%を目標として

おります。事業費は年間1億9000万円、担当官庁は医務保健課、顧問として山大医療情報部の井上祐司先生、担当企業

はNITデータ通信（株）です。

II. 学術講演会 ＆ 例会

「日本人2型糖尿病における脂質管理のあり方
-MEGA スタディより学ぶこと－J

周南市立新南陽市民病院
高lj院長松谷朗先中

日 時；平成18年8月22日（火）19:00～ 場所：光商工会館2階大会議室

く
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市ベJ主支：L＂；店主 _1.・1.1: ・:: Iヲiづit－色、

結尿病患者 740 万人
＇＂、1且『 I”

糖尿病予備軍.880 万人
Ith屯E正完.-6.•円’・

言十 1620 万人
1‘，.，－1草

刊に~t生のF，涌かrm~自！

ト食・I• は活1腹になるまで食べる
2・l:ll食や夜食をよく取る

3・料理に砂糖をよく使う
4・；買い味付けが好き
5・揚げ物を好んで食べる
6・料黄色野菜をあまり食べない

7・ストレス解消に酒をつい飲み過ぎる
8・タバコを吸っている

〈月例会〉 医事紛争案件の説明 佃理事
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田． 学術講演会

「頻尿と排尿障害の診断と治療」

山口大学医学部泌尿器科
助教授 松~I i 豪泰先生

j竜長：光市立光総合病院泌尿器科部長井本勝彦先乍

日 時：平成18年8月30日（水）19:15～ 会場；光市商工会館2F 7 
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一 常よくみら五ミ書房正闘す
部原路症状（LUTS）といいます

J亙
頻尿
..園・ぞ11Ultに*5，る紋且．
llRll!l'I日で・a乳土

・圃岨圃！¢，圃且よ白書．会

lll'Jli・g~a,4

書原期および排尿期における勝脱と原道括約筋の動車

ll逼I！約筋

奮尿期

・経底的測定法

尿道括約筋‘ー

収絡

自陣尿期

冒圃砂弛緩

Klll'.A ~·札3・..置延草子専x首・霊） 12

．． ，置 実世.，直面画J

BNPを基準にした夜間頻原の治療方針

1 JBNP<SO. 

デスモプレシンなど銑利尿ホルモン投与

カフェイン、水分；健脚取量制限
・・雪之お＋ ー＼

2)BNP:50～1qQJタ？コ：
利尿剣役与（午後）

3)8NP>100 

心不全の疑いがきわめて強いため循環器内科紹介

E霊園

2是主剤、事l尿剤など

!i-t.i:~~~ 【ta室主~r,.))

尿量増加と尿.闇値の低下

心図的要索、接尿習慣

緊張するとオシッコが近〈なる

オシッコを主主慢すると体に良〈ないと績からしつけられた

2006. 8 
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とは蓄原障害の代表的な疾患である

「尿意切迫感を有する状態。通常、頻尿を｛半い、ときに切

迫性尿失祭を伴うこともある。ただし‘跨E光局所の疾患

｛尿路感染、炎症、癌）、心因性関車寄や代制性疾患による

ものは除外するJ
（額脱内圧測定で顕彰切YI'!磁動反績をiilMする必要はなし＼） 過活動睦魁

旦量生

排尿回数：
づ巳 上

晶
吊興院

絹
跨
収蓄

尿
障
曹
胃

方 尿意切迫感
I 怠に起こる栂え苦れ草い

ほどの強い尿憲．

OABの有積率

〈 C崎町A<…一日福岡叫自助

切迫性尿失禁
トイレまで聞に含告す
溺5してしまう．

4山崎r
r.i「

le女

也主主

3時P

3揖も

2卑p

z出
毒事

3珂

喜善豊富 I 蒙剤・作用儀序

抗つリン剤 〈健軍置さ事滑筋Cの瞳立感神廷直属〉

m霊平潟筋弛説話制〈白馬筑作用仁よる現存漕骨軸纏〉

三Ji!'i系抗うつ剤 怖い抗JJン・Ca箔銃作渇〉

尿道鰭続
減言語

女慢ホルモン t厳軍・続聾宙η直事〉

く DREの前立腺槙擾触診所見
なぜ前立線肥大症で排尿図鍛となるのか？
( 1 ）肥大線療による機械的関.

( 2 ）鯵統聖書錦、前立腺に分布するα1受容体剥激による繊能的m•

’r., 1 

・h必・
.Isa紛•·•・a•

前立腺肥大症の診療ガイドライン

下回臨捕時組理」

' ．本勾得．

一
間喝を用いIt，帽

llA' ゅ・ll・Jll[自・－・・・
館覚府見による梼竃
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前立腺肥大症の診療ガイドライン －沼環露呈窃震藷罰E軍曹冨翠蓮司・・
震刻・作用1!11月匹 高.sag

筑コリン剤 〔舗艇平滑筋での，.，J交銀神経書JM) パップ7;t-

i1i'ラキス

醤｜棚 叩漁船蜘 ブラダロン

原 ．三i;:;系抗うつE時f弱い抗コリン・Ca措筑宵用〉 トフラニール
陣
望書

尿道矯抗 82受笥体刺殺崩 原通暢繍＇ii繍伶用〉 スピロベジト
減弱

女性ホルモン ｛鼠道筋竃踏の議曾〉 工ストリール

3リ：m.予う－t健司§Jig（樹齢鼎，曹筋副交船＠峰剰噂〉 ウプレチド

a1遮断制 〈芦飽lit道郎訂版Cの交賂樺世直If) ハルナーJ（，.、 2リーフ

フリパス
｝元’E健ホルモン mト)jめによる畑抽壱S鳴り ブロスタール
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連絡事項
受付

発送番号 通達文書名
月 円

8 1 山~発 3 1 9 郡市医師会地峻医療担当理事協議会の開催について

山口県医師会 老人保健法施行令等の←部改正について

4 山医保発41 健康診断の実施について

リi医保発40 第 5回「学びながらのウォーキングJ大会の実施について

山医保発42 み；組合規約の一部改正等について

山医発32 1 「山口県新型イ ンフルエンサー対策行動計画Jについて

7 11.1医発32 7 障害者自立支援法に基づく障害程度区分認定のための医師意見舎の記載Jii:去及び医師意見書記載事例につ

いて

山医発326 管がん検診における硫酸ノくリウム投与に係る留意挙壌の周知について

山医発328 第 9回やまぐち糖尿病ウオークラリー大会開催のご案内について

8 山医発33 2 とjL成 18年度潟市医師会学校保健十日当理事協議会の開催について

山医発33 6 都道府県医師会健診 ・保健指導担当理事連絡協議会の開催について

山医発330 千ー成 ］8年度及び19年度医療関係施設整備事業における医療貸付事業の融資対象者に対する個別融資相

談会の開催について

山~発 3 1 7 「熱中症保健指導マニュアノレj および「紫外線保健指導マエュアノレJの送付について

111口県医師会 「過重労働 ・メンタルヘルス対策及び健康情報保護に関する研修会J並びに「精神科医等のための産業保健

研修会Jの開催について

1 0 山医発33 7 山口県医師会史第三巻編纂に伴う原稿依頼について

山限発33 5 医療法人制度改革iこ付L、て

ID医発334 平成 18午ー度の 「救急の円J 「救急医療週間」及び「救急医療普及月間」の実胞について

事務連絡 f医療法施行規則の一部を改正する省令の施行についてJの訂正について

1 6 山医発34 1 独立行政法人福祉医療機構の医療貸付における病院等に対する経？き安定化資金の取扱について

山口県医師会 検査の点数の取扱について

診療報酬諮求書等の記載要領等の一部改正について

1 8 周縫l2 1 4 平成 18年度診療所立入検査の実施について

2 1 山医発35 5 「市民 ・県民対象のAED心肺蘇生法講習会Jの開催について

山医発359 「日本医師会 特別市民公開講座一後援 ：世界医師会一j 開催のご案内

山医発35 2 末期医療患者のQOL推進事業講習会について

山医発35 3 平成 l8年度山口県灰師及び歯科医師修学資金について

山医発354 者1)市医師会介護保険担当理事協議会の開催について

山医発35 1 老人保従事業及び介護予防事業に関する Q&A（迫力日 ・修正）について

山口県侠師会 「労災診療費誘求内訳書J様式の一部改正について

2 2 山口県医師会 「医療安全推進週間」における標語の募集について

山医発35 6 第99回山口県医師会全糠研修セミナーの開催について

山医発36 1 「がん対策基本法Jの公布について

25 1L1医発36 3 熱中症に関する疫学調奄へのご協力のお礼とお願い

山医発364 平成18年度医療廃棄物担当理事協議会について

山医発36 7 山口県医師会館運営協力拠出金の返戻尖l象者について

2 8 山口県医師会 健康保険及び船員保険における特定収入被保険者等の対する高級療養鈴の支給及び食事療養に係る標準負

担額の取扱等について

111[実発368 2007年度版 f医師日記Jの斡旋について

山医発37 2 健康づくりのための運動基準2006及び運動指針2006の送付について

11 
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内科系 外科系

8/ 6（日）I 28 8 
13（日）I 37 9 
14（月）I 19 6 
15（火）I 11 10 
20（日）I 18 7 
27（日）I 20 6 

計 I139 46 

11111111111111111111111111111111111111111111 Ill川Hあとがき 1111111111111111111!1111111111111111111111111111111

12 

盛夏、医師会も熱いです。講演会が2回もありました。スライドがぼけているのがあり申し訳ございません。
データをフラッシュメモリーなど、で、頂ける講師の先生もいらっしゃれば、門外不出と頂けない先生もおられ、

その時には、講演の後ろからデジカメで撮影をし、加工して使っているのですが、時に人の頭が入ったり、

ポインターが移っていたり、ピントがぼけていたり、きれいに印刷できないことがあります。データをI頁けたら、

いいのですが、そうもし、かないのでしょうね。

医事紛争は噌大、ハイリスク・ローリターンの医療界の行く末は？
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